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第92回『農業経営者』セミナー
「ロシアのウクライナ侵攻でも食料不足が起きない５つの理由」

山
口
県
に
拠
点
を
置
い
て
い
る
縁
も
あ

る
よ
う
で
、
昨
年
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
求
め

ら
れ
た
際
の
対
話
内
容
も
含
ま
れ
た
。

本
題
の
入
り
口
は
、「
食
料
不
足
は

起
こ
る
か
？
」
の
問
い
か
け
だ
っ
た
。

世
界
的
な
食
料
不
足
を
煽
る
報
道
も
散

見
さ
れ
る
昨
今
だ
が
、
世
界
の
農
産
物

の
生
産
状
況
や
消
費
・
在
庫
等
の
グ
ラ

フ
を
示
し
な
が
ら
解
説
し
て
く
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
前
と
侵
攻

後
で
、
食
卓
や
農
業
現
場
で
感
じ
て
い

る
変
化
は
、
当
面
は
続
く
と
の
見
通
し

と
い
う
。
農
産
物
生
産
の
能
力
向
上
は

著
し
く
、
世
界
全
体
を
眺
め
て
も
農
地

余
り
が
拡
大
す
る
の
は
日
本
と
数
字
的

に
も
同
程
度
ら
し
い
。
食
料
の
過
不
足

を
ど
の
物
差
し
で
考
え
る
か
な
ど
、
情

報
の
読
み
方
が
提
示
さ
れ
た
。

日
本
国
内
に
は
断
片
的
に
し
か
伝
わ

ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
農
業
現
場
に
つ

い
て
は
、
現
地
の
情
報
を
交
え
て
紹
介

さ
れ
た
。
戦
禍
で
起
き
て
い
る
リ
ア
ル

な
出
来
事
か
ら
懸
命
に
農
業
生
産
の
使

命
を
果
た
す
農
業
経
営
者
の
逞
し
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
一
方
で
、
悲
惨
な
状
況

に
は
誰
も
が
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。

【
編
集
部
よ
り
】
今
後
も
『
農
業
経
営
者
』
セ
ミ

ナ
ー
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
て
定
期
的
に
開

催
予
定
。
開
催
テ
ー
マ
の
提
案
は
編
集
部
ま
で
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

再
始
動
し
た
『
農
業
経
営
者
』
セ
ミ

ナ
ー
の
第
三
弾
の
テ
ー
マ
は
本
誌
６
月

号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
も
食
料
不
足
が
起

き
な
い
５
つ
の
理
由
」
で
あ
る
。
本
誌

の
元
・
副
編
集
長
で
、
農
業
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
作
家
の
浅
川
芳
裕
さ
ん
に
講

演
い
た
だ
い
た
。

農
業
界
は
収
穫
繁
忙
期
の
た
め
、
19

時
開
始
の
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
設
定
し
、

参
加
者
は
30
名
弱
だ
っ
た
。

世
界
的
に
食
料
は 

足
り
て
い
る
!?

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
か
と
思
い

き
や
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

勃
発
し
、
世
界
情
勢
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

２
０
２
２
年
。
に
わ
か
に
世
界
の
需
要

と
供
給
、
物
流
が
影
響
を
受
け
、
食
料

安
全
保
障
が
政
治
課
題
と
し
て
騒
が
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
現
状
に

つ
い
て
、日
々
、世
界
情
勢
を
追
い
か
け
、

世
界
と
日
本
の
農
業
・
食
料
・
環
境
問

題
の
分
析
を
得
意
と
す
る
浅
川
さ
ん

は
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
参
加
者

の
関
心
は
そ
こ
に
注
が
れ
て
い
た
よ
う

に
思
う
。

自
己
紹
介
や
近
況
に
触
れ
た
後
の
イ

ン
ト
ロ
は
、
故
・
安
倍
晋
三
元
総
理
の

外
交
戦
略
を
中
心
に
そ
の
功
績
を
解
説

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
現
在
、

▶10月６日
（オンライン配信）

【講師プロフィール】
㈱アグリシーズ代表取締役社長。1947年生まれ、東京都出身。東京
大学理学部生物学科植物課程卒業、東京大学大学院農学部植物病
理学博士課程修了。76年に日本モンサント㈱に入社し、その後、遺伝
子組み換え技術の第一人者として第一線で活躍。02年に同社の代表
取締役社長に就任。17年３月に同社を退職し、同年４月に㈱アグリシー
ズを設立。

日本モンサント㈱で代表取締役を務めるなど、遺伝子組み換え技術の最先端を走りながらも、
同時に反対派の矢面に立ち続けてきた山根精一郎氏。今年、著書『もしもがんを予防でき
る野菜があったら 「遺伝子組み換え食品」が世界を救う』を上梓した。農業・食品・医療・
環境などの分野において遺伝子組み換え技術が大きな可能性を持つと感じ、その技術を通じ
て世の中に貢献したいとの思いで活動される同氏に講演いただく。
遺伝子組み換えに賛成派の方も、少し距離を置いて静観されている方も、
反対派の方も、専門的な小難しい話が苦手という方も、双方向の対話形
式のセミナーなので、ご参加いただけましたら幸いである。

申込はこちら▶https://farm-biz-seminar93.peatix.com

■第93回『農業経営者』セミナーのご案内

遺伝子組み換えやゲノム編集とどう向き合うか（仮題）
開催日：�11月9日（水）18時00分～20時00分   

（Zoomによるオンライン配信）

講　師：山根精一郎氏


